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群馬大学理工学部（群馬県桐生市・太田市）は、「群馬大学と太田市の相互友好協力に関する包

括協定書」に基づき、農業政策課有害鳥獣対策係のご協力により、ニホンジカ・ニホンイノシシ・アライグ

マ・ハクビシンなど野生動物の食性や行動などに関して、DNA分析・コンピュータービジョン・IoTなど新しい

技術を用いた調査研究を2018年から進めて参りました。最新の成果は、市街地や工場の多い太田市に

おいてもニホンジカの生息域が広がりつつあること、耕作地への侵入や交通事故など、農業被害や生活被

害の兆候が見え始めていることについての論文発表です。 

 

 
 
 
 

太田市役所農業政策課と共同することで、シカ・イノシシ・ 

アライグマなどの被害低減について研究を進めています 



 
１．本件のポイント 

● 太田市と群馬大学の包括協定に基づいて、野生動物の調査・研究を広く進めています 

● 渡良瀬川と利根川を通ることで、太田市の市街地にニホンジカが出現しています 

● 夜間・早朝に大型動物（イノシシ・シカ）との交通事故が発生しています 

● シカやイノシシを見かけても、追いかけるなど刺激しないようにして下さい 

 

２．本件の概要 
最新の研究成果は、群馬県南東部の平地である太田市にもニホンジカの生息域が広がってきた

ことの報告です。生息密度の高い赤城山や足尾山地から、渡良瀬川や利根川を移動してくること

で太田市まで生息域が広がりつつあることを、捕獲数・自動カメラの映像・聞き取り調査などを総

合的に検証することで明らかにしました。市街地のニホンジカは食物になる芝生を探していると考え

られ、公園やグラウンドゴルフ場などにおいて2024年5～6月にも目撃されています。現在は、通

年で市街地に定着しているニホンジカ個体はありません。また、大きな農業被害もありません。一

方で、未報告の交通事故と推定される死亡個体もいくつか発見されており、夜間・早朝の車の運

転にはどうぞご注意ください。 
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【本件に関するお問合せ先】 
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E-MAIL：oku@gunma-u.ac.jp  
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